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ご
あ
い
さ
つ

　

開
港
場
で
あ
り
、
海
外
と
日
本
の
文
化
が
出
会
う
町
で
あ
っ
た
横
浜
。
近
代
の
横
浜
は
、
国
内
外
の
様
々
な
文
物
が
集
う
場
で
あ
り
、
か
つ
新
た
な
も
の

が
生
ま
れ
る
生
産
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
眞
葛
焼
を
始
め
と
す
る
陶
磁
器
や
、
洋
画
家
の
五
姓
田
義
松
を
は
じ
め
、
明
治
期
の
横
浜
で
生
ま
れ
た
様
々
な
美
術
、
工
芸
品
の

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
工
芸
品
と
し
て
知
ら
れ
る
漆
器
も
、
横
浜
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。
開
港
後
、
日
本
の
工
芸
品
は
万
国
博
覧
会
な
ど
で
西
洋
か
ら
注
目
を
あ
つ
め
、
漆
器
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
行
す
る
西
洋
か
ら
の
需
要
に
応
え

輸
出
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
各
産
地
で
は
、
小
さ
な
土
産
物
か
ら
大
き
な
家
具
に
い
た
る
ま
で
、
多
種
多
様
な
漆
器
が
制
作
さ
れ
る
一
方
、
貿
易
港
で
あ
る

横
浜
は
、
各
地
か
ら
職
人
が
集
ま
っ
て
制
作
を
行
う
漆
器
の
生
産
地
に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
輸
出
漆
器
の
用
途
や
意
匠
、
和
洋
の
文
化
と
嗜

好
が
融
合
し
て
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
独
自
の
魅
力
を
た
た
え
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
展
覧
会
は
、
長
年
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
工
芸
品
を
蒐
集
し
て
き
た
国
内
外
有
数
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
、
金
子
皓
彦
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
金
子
氏
が
長
年
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
様
々
な
日
本
の
工
芸
品
を
蒐
集
し
た
、
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
本
展
で
は
そ
の
な

か
か
ら
、
特
に
芝
山
細
工
を
使
っ
た
漆
器
や
、
静
岡
・
会
津
な
ど
の
産
地
で
制
作
さ
れ
、
横
浜
を
通
じ
て
海
外
へ
渡
っ
た
輸
出
漆
器
、
さ
ら
に
同
時
代
に
漆

器
と
と
も
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
寄
木
細
工
や
木
象
嵌
な
ど
の
輸
出
向
け
の
木
工
芸
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
展
を
通
じ
て
、
漆

器
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
近
代
輸
出
漆
器
の
全
貌
に
触
れ
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
金
子
皓
彦
氏
を
は
じ
め
、
ご
所
蔵
作
品
を
快
く
ご
出
品
賜
り
ま
し
た
ご

所
蔵
者
の
み
な
さ
ま
、
ま
た
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
協
力
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
６
年
４
月

														




















神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

　

														




















館
長
　
　
望
月
　
一
樹
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6

本
書
は
、
特
別
展
「
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」
の
図
録
で
あ
る
。

本
書
は
、
同
展
の
企
画
担
当
者
で
あ
る
鈴
木
愛
乃
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）、
及
び
角
田
拓
朗
（
同
主

任
学
芸
員
）
が
編
集
し
、
ま
た
小
川
咲
良
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
非
常
勤
学
芸
員
）
が
編
集
を
補
助
し
た
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
・
資
料
は
、
必
ず
し
も
展
覧
会
の
展
示
順
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
展
示
替
等
の
た
め
、
掲

載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
作
品
等
が
会
場
に
並
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
参
考
出
品
さ
れ
て
い
る
一
部
の
作
品
等
は

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
図
版
篇
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
・
資
料
情
報
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

出
品
番
号
、
名
称
、
作
者
等
、
時
代
、
素
材
・
技
法
、
寸
法
、
所
蔵

時
代
は
そ
の
制
作
年
や
年
代
が
明
ら
か
な
場
合
の
み
明
記
し
た
。

所
蔵
明
記
の
な
い
作
品
は
す
べ
て
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

本
書
図
版
篇
の
執
筆
分
担
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

小
川　

コ
ラ
ム
17
、
３
―
41
・
48
、
I
―
８
・
９

　

角
田　

コ
ラ
ム
08
・
18
、
関
連
地
図
、
２
―
14
・
46
～
48
、
３
―
26
～
28
・
63
～
69

　

鈴
木　

す
べ
て
の
章
扉
、
小
川
・
角
田
執
筆
以
外
の
す
べ
て
の
コ
ラ
ム
と
作
品
解
説

本
書
に
掲
載
し
た
図
版
は
、
荒
井
孝
則
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
が
写
真
撮
影
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
所
蔵
機
関
・
個
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
画
像
を
利
用
し
た
場
合
も
あ
る
。

本
書
の
表
紙
、
本
扉
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
野
島
愛
子
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
が
担
当
し
た
。
そ
れ

以
外
の
デ
ザ
イ
ン
及
び
本
書DTP

は
、
角
田
が
担
当
し
た
。

本
書
は
以
下
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
凡
例
】	

　
　

・

　
　

・	

　　
　

・

	　
　

・

	　
　

・

　
　

・

　
　

・

　
　

・

　
　

・

　
　

・

【
展
覧
会
デ
ー
タ
】

名
称　

近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム　

　
　
　

			




―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―

会
場　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

　
　
　

１
階
特
別
展
示
室
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

会
期　

令
和
６
年
４
月
27
日
（
土
）
～
６
月
30
日
（
日
）

主
催　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

協
力　

N 

P 

O
法
人
山
手
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

後
援　

横
浜
芝
山
漆
器
研
究
会
、
静
岡
市
産
業
振
興
課
、
箱
根
町
教
育
委
員
会
、
明
治
美

　
　
　

術
学
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
漆
工
協
会
、
神
奈
川
新
聞
社
、
朝
日
新
聞
横
浜
総

　
　
　

局
、
毎
日
新
聞
社
横
浜
支
局
、
読
売
新
聞
横
浜
支
局
、
産
経
新
聞
社
横
浜
総
局
、

　
　
　

東
京
新
聞
横
浜
支
局
、
日
本
経
済
新
聞
社
横
浜
支
局
、
共
同
通
信
社
横
浜
支
局
、

　
　
　

時
事
通
信
社
横
浜
総
局
、tvk

（
テ
レ
ビ
神
奈
川
）、
ラ
ジ
オ
日
本
、FM 

ヨ
コ
ハ
マ
、

　
　
　

J:COM

助
成　

芸
術
文
化
振
興
基
金

ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
令
和
５
年
度
助
成
「
近
代
横
浜
の
輸
出
漆
器
に
お
け
る
芝
山
細
工
に
つ
い
て

―
技
法
の
調
査
を
中
心
に
―
」（
研
究
代
表
：
鈴
木
愛
乃　

研
究
協
力
：
角
田
拓
朗
）

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
B
）「
近
代
日
本
美
術
史
に
お
け
る
美
術
商
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研

究
代
表
：
角
田
拓
朗　

研
究
分
担
：
鈴
木
愛
乃　

JSPS

科
研
費JP23H00587

）

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
B
）「
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
図
画
手
工
教
科
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

拡
充
と
そ
の
活
用
に
向
け
た
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
：
赤
木
里
香
子　

研
究
分
担
：
角
田
拓
朗　

JSPS
科
研
費JP22H01007

）
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幕
末
明
治
の
万
国
博
覧
会
を
通
じ
て
、
日
本
の
工
芸
品

は
高
い
評
価
を
得
る
。
殖
産
興
業
を
目
指
す
政
府
は
、
こ

れ
を
外
貨
獲
得
の
重
要
な
手
段
と
位
置
づ
け
、
輸
出
向
け

工
芸
品
の
生
産
を
奨
励
し
た
。
輸
出
漆
器
は
中
世
か
ら
国

内
の
一
部
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
に
は
西
洋

で
興
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
も
追
い
風
に
な
り
、
各
地
で
制

作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
横
浜
な
ど
の
貿
易

港
か
ら
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

世
界
の
人
々
を
魅
了
し
た
日
本
の
漆
器
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。
江
戸
時
代
よ
り
続
く
技
術
の
高
さ
、

西
洋
の
住
環
境
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
日
本

趣
味
を
反
映
し
た
意
匠
な
ど
の
輸
出
漆
器
の
魅
力
を
、
金

子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
優
品
で
紹
介
す
る
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

　
　

競
演
す
る
技
法
技
法　
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8

P
―
１

寄
木
細
工
飾
棚

　
　
　
　
　
　
　
木
、
漆
、
寄
木
細
工

　
　
　
　
　
　
　
明
治
５
年
頃

　

仕
切
板
の
側
面
や
棚
の
背
面
に
至
る
ま
で
、
全
面

に
精
緻
な
寄
木
細
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
透
漆
を
塗
っ

て
仕
上
げ
ら
れ
た
飾
棚
。
木
目
の
美
し
さ
を
活
か
し

た
乱
寄
木
や
市
松
文
の
寄
木
の
な
か
に
、
繊
細
に
組

ん
だ
古こ

小こ

よ

せ

ぎ

寄
木
や
、「
福
」「
寿
」
の
文
字
を
か
た
ど

る
寄
木
、
別
材
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
雪
輪
や
松
菱
な

ど
様
々
な
形
の
窓
が
象
嵌
さ
れ
る
。
各
部
の
輪
郭
を

黒
色
で
効
果
的
に
縁
取
る
こ
と
で
、
細
か
い
文
様
が

際
立
ち
、
全
体
の
印
象
を
引
き
締
め
て
い
る
。

　

中
段
左
の
折
戸
の
中
に
は
、
中
央
を
軸
に
360
度
回

転
す
る
箱
型
の
か
ら
く
り
棚
が
あ
る
。
棚
や
抽ひ

き
だ
し斗

を

備
え
た
そ
の
四
面
全
て
に
も
細
部
ま
で
寄
木
が
ほ
ど

こ
さ
れ
る
。
棚
板
の
筆
返
し
に
は
黒
漆
塗
り
に
蒔
絵

で
桐
唐
草
文
様
が
描
か
れ
る
。
引
違
い
戸
の
蝶
や
扇

を
か
た
ど
っ
た
把
手
、
飾
り
金
具
な
ど
、
各
部
の
金

具
も
意
匠
が
整
い
、
上
質
で
あ
る
。
見
事
な
装
飾
に

目
が
惹
か
れ
る
が
、
躯
体
そ
の
も
の
も
堅
牢
に
作
ら

れ
て
い
る
。
寄
木
細
工
の
技
術
の
粋
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
工
芸
技
術
が
結
集
し
た
優
品
。
明
治
６
年
に

開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
日
本
館
内
部

の
写
真
に
、
同
型
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
静
岡
の
山
本
安
兵
衛
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
本
品
も
当
該
品
も
し
く
は
そ
れ
に
追
随

し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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9

P
―
２

芝
山
細
工
飾
棚

　
　
　
　
　
　
　
木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

　

身
長
を
超
す
大
き
さ
の
飾
棚
。
椅
子
を
用
い
る
西

洋
の
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
脚
部

が
つ
い
て
い
る
。
上
部
中
央
の
龍
、
左
右
の
鯱
を
は

じ
め
、
各
部
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
彫
刻
が
印
象
的
で
あ

る
。
引
違
い
戸
や
奥
板
に
は
、
牛
骨
と
貝
を
用
い
た

芝
山
細
工
で
花
鳥
図
を
つ
く
る
。
そ
の
背
景
に
は
金

を
塗
り
込
め
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
金
の
濃
淡
を

使
い
、
下
地
の
朱
漆
を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
土
坡
の

な
か
の
水
の
流
れ
を
あ
ら
わ
す
。
抽
斗
や
引
違
い
扉

の
枠
に
は
雷
文
や
菱
繋
文
を
彫
り
込
み
、
朱
と
黒
に

よ
っ
て
彩
色
し
て
い
る
。
奥
板
の
菱
万
字
文
な
ど
、

随
所
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
幾
何
学
文
の
彫
刻
は
中
国
の

彫
漆
器
を
思
わ
せ
る
。
さ
ら
に
扉
の
周
囲
や
棚
板
の

縁
に
は
、
波
丸
な
ど
の
蒔
絵
を
ほ
ど
こ
す
。
こ
う
し

た
飾
棚
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
も
の
が
残
っ

て
い
る
が
、彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
た
上
部
の
飾
板
や
鯱
、

脚
部
を
そ
な
え
た
本
作
は
、
そ
の
典
型
的
な
形
式
を

有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

明
治
期
の
輸
出
商
で
あ
る
ク
ー
ン
＆
コ
モ
ル
商
会

の
店
内
を
撮
影
し
た
写
真
に
同
様
の
飾
棚
が
写
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
や
そ
の
類
例
は
明
治
30
年
頃

に
は
制
作
・
販
売
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
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10

P
―
４

寄
木
細
工
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

	

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
木
彫

　

高
さ
181
㎝
、
幅
240
㎝
と
、
本
展
覧
会
に
出
品
さ
れ

た
作
品
の
中
で
最
も
大
き
な
作
品
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
里
帰
り
品
で
あ
り
、
相
当
な
広
さ
の
あ
る
室
内
で

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
引
き
出
し

や
棚
が
隅
々
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
重
量
も
あ

る
が
、
輸
送
の
た
め
上
部
、
中
部
、
脚
部
２
つ
、
手

前
と
奥
２
つ
の
幕
板
と
、
５
つ
の
パ
ー
ツ
に
分
解
で

き
る
。
中
段
に
は
大
き
な
扉
が
あ
る
。
そ
の
扉
を
棧

に
そ
っ
て
弧
を
描
く
よ
う
に
押
し
上
げ
る
と
、
本
体

の
な
か
に
収
納
で
き
る
。
扉
を
開
け
る
と
、
違
い
棚

や
抽
斗
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
下
に
収
納
さ
れ
て
い
る

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
を
手
前
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
も
引
っ
掛
か
り
が
な
く
収
め
る
こ
と

が
で
き
、
当
時
の
技
術
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
引

き
出
し
や
書
棚
も
含
め
て
全
面
は
寄
木
で
覆
わ
れ
、

随
所
に
木
象
嵌
や
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
左

右
か
ら
は
扇
を
象
っ
た
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
、
菊
唐
草
文
の
横
浜
彫
と
思
わ
れ
る

透
し
彫
り
を
開
く
と
支
え
と
な
り
、
遊
び
心
あ
る
仕

掛
け
と
な
っ
て
い
る
。
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芝
山
細
工
と
は
、
象
牙
や
獣
骨
、
貝
、
珊
瑚
、
鼈べ

っ
こ
う甲

な
ど
、

様
々
な
材
料
を
文
様
の
形
に
加
工
し
、
漆
器
や
木
工
品
、
金
工

品
な
ど
の
表
面
に
立
体
的
に
象
嵌
す
る
技
法
の
こ
と
を
指
す
。

江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
発
展
し
、
海
外
か
ら
の
人
気
を
あ
つ

め
、
の
ち
に
横
浜
で
制
作
さ
れ
た
輸
出
漆
器
の
装
飾
と
し
て
盛

ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
芝
山
細
工
の
特
徴
は
、
そ

の
立
体
感
に
あ
る
。
象
嵌
の
技
法
と
し
て
は
、
浅
浮
き
彫
り
の

よ
う
に
あ
ら
わ
す
も
の
、
土
台
を
つ
け
て
器
面
か
ら
飛
び
出
す

よ
う
に
あ
ら
わ
す
も
の
、
花
び
ら
な
ど
を
一
枚
一
枚
か
た
ど
っ

た
パ
ー
ツ
を
器
面
に
取
り
付
け
、
立
体
的
な
花
を
あ
ら
わ
す
も

の
が
あ
る
。
様
々
な
素
材
の
持
つ
色
合
い
や
、
湾
曲
し
た
か
た

ち
を
活
か
し
て
華
や
か
に
表
現
さ
れ
た
花
や
鳥
は
、
西
洋
人
の

目
を
強
く
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

華
や
か
な
芝
山
細
工
や
、
立
体
的
な
横
浜
彫
な
ど
、
様
々
な

装
飾
技
法
が
併
存
す
る
漆
器
を
紹
介
し
、
輸
出
工
芸
制
作
の
展

開
と
そ
の
背
景
を
横
浜
を
中
心
に
探
る
。

第
一
章　

貝
の
光　

骨
の
艶

　
　
　
　
　

            

―
芝
山
細
工
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12

１
―
11

芝
山
細
工
双
鷹
図
額

	

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

　

互
い
の
首
に
噛
み
つ
く
二
羽
の
鷹
を
あ
ら
わ
し
た

飾
額
。
パ
ネ
ル
に
枠
を
つ
け
た
形
式
の
ほ
か
の
飾
額

と
異
な
り
、
大
き
く
側
面
が
立
ち
上
が
っ
た
深
い
皿

の
よ
う
な
器
胎
に
、
透
き
絵
と
金
泥
を
塗
り
分
け
て

い
る
。
鷹
は
寄
貝
に
よ
っ
て
浮
き
上
が
る
よ
う
に
表

現
さ
れ
、
周
囲
を
舞
う
羽
は
平
模
様
で
象
嵌
さ
れ
て

い
る
。
複
雑
に
絡
み
合
う
鷹
の
身
体
は
細
部
の
構
造

が
わ
か
り
に
く
い
が
、
外
側
の
羽
に
は
茶
褐
色
、
内

側
の
羽
に
は
白
の
蝶
貝
が
用
い
ら
れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
姿
態
と
な
る
よ
う
そ
の
表
現
が
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
互
い
を
掴
む
脚
も
、
牛
骨
を
細
部
ま
で
彫
り
込

ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
類
例
の
な
い
意
匠

で
あ
る
。
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13

１
―
16

芝
山
細
工
飾
棚

	

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

　

高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
、
大
型
の
飾
棚
。

　

各
部
分
に
繊
細
な
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
奥
板
と

扉
の
鏡
板
に
は
蒔
絵
と
芝
山
細
工
に
よ
り
、蓮
に
鷺
、

桜
に
鳩
、
木
蓮
に
雉
な
ど
様
々
な
花
鳥
図
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
。

　

扉
枠
に
は
蒔
絵
に
よ
る
唐
草
文
が
描
か
れ
、
鏡
板

の
花
鳥
図
は
蒔
絵
に
加
え
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
花
や

鳥
の
形
に
レ
リ
ー
フ
状
に
象
っ
た
貝
や
牛
骨
が
象
嵌

さ
れ
る
。
鳥
の
身
体
や
花
を
あ
ら
わ
す
貝
や
牛
骨
に

は
、
羽
の
一
枚
、
花
脈
の
一
本
ま
で
柔
ら
か
み
の
あ

る
表
現
が
な
さ
れ
、
芝
山
師
の
技
術
の
高
さ
が
伝
わ

る
。
鏡
板
は
ほ
と
ん
ど
左
右
つ
な
が
る
よ
う
構
図
も

整
っ
て
お
り
、優
れ
た
下
図
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

幕
板
や
背
板
に
は
唐
草
文
が
透
し
彫
り
さ
れ
、
上

段
左
の
棚
の
左
右
に
は
竹
に
雀
、
下
段
左
の
引
違
い

戸
に
は
龍
文
が
彫
ら
れ
、
柱
に
も
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
彫
刻
は
横
浜
彫
と
考
え
ら
れ

る
。
高
さ
に
比
し
て
奥
行
き
は
浅
い
が
、
中
段
左
の

棚
は
曲
線
を
描
い
た
引
違
い
戸
と
な
っ
て
い
た
り
、

彫
刻
を
重
な
り
合
う
よ
う
に
見
せ
る
な
ど
、
決
し
て

実
用
性
を
重
視
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
棚
そ
の
も

の
が
鑑
賞
用
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
輸
送
の
利
便
性

の
た
め
か
脚
部
が
分
か
れ
る
。
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14

 

芝
山
細
工
で
牡
丹
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
衝
立
。
こ

の
よ
う
な
衝
立
や
屏
風
は
、
暖
炉
の
前
に
置
き
、

目
隠
し
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
竹
を
編
ん
だ
よ
う

な
周
囲
の
文
様
は
、
木
彫
に
よ
る
。
中
央
に
楕
円

の
窓
を
と
り
、
牡
丹
の
花
や
葉
が
、
牛
骨
を
も
ち

い
て
立
体
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

芝
山
細
工
の
「
浮
き
上
げ
」
と
い
う
技
法
で
あ

る
。
牛
骨
や
象
牙
の
湾
曲
を
活
か
し
、
花
弁
の
一

枚
一
枚
を
彫
り
、
花
芯
に
寄
せ
る
よ
う
に
形
を
整

え
な
が
ら
ネ
ジ
な
ど
で
留
め
る
こ
と
で
、
表
面
か

ら
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
た
め
こ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
る
。
こ
の
技
法
は
、
芝
山
細
工
の
な
か
で
も
最

も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
作
で
は
牡
丹
の
花

び
ら
の
重
な
り
が
外
側
に
む
か
っ
て
徐
々
に
開
く

よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
花
び
ら
を
作
る
技

術
と
象
嵌
の
技
術
双
方
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

１
―
36
　
芝
山
細
工
牡
丹
図
衝
立
　
木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫
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第
二
章　

木
の
彩
り
―
寄
木
細
工
・
木
象
嵌　

　

寄
木
細
工
と
木
象
嵌
は
、
様
々
な
色
や
木
目
を
も
つ
木
材
に
よ
っ
て
文
様
を
つ
く
る
技

法
の
こ
と
で
あ
る
。
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
幾
何
学
的
な
文
様
を
作
る
寄
木
細
工
は
、
主

に
静
岡
や
箱
根
を
中
心
に
制
作
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
よ
り
外
国
人
に
も
土
産
品

と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た
が
、
明
治
を
迎
え
る
と
輸
出
向
け
の
制
作
が
盛
ん
に
な
り
、

大
型
の
家
具
な
ど
、
様
々
な
器
種
が
新
た
に
生
ま
れ
た
。
木
象
嵌
は
、
文
様
の
形
に
切
っ

た
材
料
を
別
の
材
料
に
は
め
込
む
技
法
で
、
木
材
の
色
を
活
か
し
た
絵
画
的
な
文
様
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。富
士
図
や
花
鳥
図
を
あ
ら
わ
す
木
象
嵌
で
装
飾
さ
れ
た
小
箱
な
ど
は
、

土
産
物
と
し
て
好
評
を
博
し
た
。

　

寄
木
細
工
に
は
、
漆
塗
で
仕
上
げ
た
も
の
と
、
蝋
引
き
な
ど
で
仕
上
げ
た
も
の
が
あ
る

が
、
ど
ち
ら
も
漆
器
商
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
た
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
厳
密
な
意
味

で
は
漆
器
で
な
い
も
の
も
含
め
、
伝
統
の
意
匠
を
踏
ま
え
な
が
ら
西
洋
の
日
本
趣
味
に
応

え
た
優
美
な
装
飾
を
も
つ
家
具
・
調
度
や
、
土
産
物
の
数
々
を
紹
介
す
る
。
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16

２
―
４

寄
木
細
工
飾
棚

	

木
、
寄
木
細
工
、
木
彫

　

170
㎝
と
高
さ
が
あ
り
、
装
飾
性
の
高
い
飾
棚
。
西

洋
の
邸
宅
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上

段
に
は
繊
細
に
作
ら
れ
た
格
子
戸
が
は
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
下
の
小
さ
な
棚
に
も
異
な
る
模
様
の
格
子

戸
が
あ
る
。
こ
の
ひ
し
形
に
作
ら
れ
た
棚
は
角
の
柱

を
支
点
に
左
右
に
90
度
開
き
、
本
体
か
ら
飛
び
出
す

よ
う
に
な
る
。

　

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
中
央
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う

な
二
棟
の
家
屋
は
引
き
戸
を
実
際
に
開
け
る
こ
と
が

で
き
、
細
部
ま
で
精
緻
に
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
家
屋
は
葛く

ず

や家
と
い
い
、
箱
根
で
も
よ
く
作
ら
れ
て

い
た
。家
屋
の
乗
る
棚
の
間
に
太
鼓
橋
が
か
か
る
が
、

棚
の
高
さ
が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
跳
ね
上
が
る
よ
う

な
形
に
な
り
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

家
屋
の
屋
根
や
太
鼓
橋
に
は
樹
皮
が
貼
ら
れ
て
い

る
が
、
箱
根
で
は
こ
の
よ
う
に
樹
皮
を
用
い
た
工
芸

品
も
制
作
さ
れ
て
い
た
。
全
体
的
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た

寄
木
は
比
較
的
大
柄
な
も
の
が
多
く
、
目
を
楽
し
ま

せ
る
仕
掛
け
が
随
所
に
見
ら
れ
る
本
品
に
よ
く
調
和

す
る
。
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17

２
―
24

寄
木
細
工
家
形
箪
笥

	

木
、
寄
木
細
工

　

時
計
台
の
形
を
模
し
た
変
わ
り
箪
笥
。
煉
瓦
積
み

の
外
壁
や
窓
枠
、
そ
の
上
の
ア
ー
チ
は
、
全
て
寄
木

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
下
部
は
石
段
を
思
わ
せ

る
亀
甲
文
の
寄
木
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
中
央
は

観
音
開
き
に
な
っ
て
お
り
、
開
く
と
抽
斗
や
引
違
い

戸
が
あ
ら
わ
れ
る
。
時
計
を
外
す
と
そ
こ
に
も
寄
木

文
が
の
ぞ
き
、
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
。
下
部
も
左

右
に
引
く
と
抽
斗
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
箱
根
湯
本

の
田
中
庄
吉
商
店
を
撮
影
し
た
明
治
30
年
の
写
真
２

―
14
に
、同
型
の
箪
笥
が
写
っ
て
い
る
（
106
頁
参
照
）。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
隠
し
た
木
工
芸
は
、
箱
根
の

得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
購
入
さ

れ
た
も
の
。
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18

２－42

２－43

　

木
象
嵌
に
よ
る
風
景
図
の
な
か
で
、
富
士
を
は
じ
め
水

辺
の
景
は
、
外
国
人
に
人
気
が
高
い
。
こ
う
し
た
作
品
で

は
、
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
空
や
水
の
表
現
で
、
木

目
が
活
か
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
作
例

も
そ
の
作
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
箱
蓋
に
窓
を
と
っ
て
木

象
嵌
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
２
―
42

・
43
は
両
方
と
も
縁
を
黒
柿
と
し
、
側
面
は
縞

状
の
寄
木
で
あ
る
。
２
―
43
に
は
蓋
が
見
え
な
い
が
、
側

面
の
あ
る
部
分
を
ず
ら
す
と
蓋
が
ス
ラ
イ
ド
す
る
ひ
み
つ

箱
に
な
っ
て
い
る
。
箱
根
で
は
様
々
な
ひ
み
つ
箱
が
つ
く

ら
れ
、
現
在
で
も
土
産
物
と
し
て
人
気
が
あ
る
が
、
そ
の

最
も
簡
素
な
形
で
あ
る
。

　

２
―
44
の
水
車
小
屋
の
景
は
、
木
々
の
葉
や
屋
根
、
水

の
流
れ
の
陰
影
に
至
る
ま
で
様
々
な
木
材
で
繊
細
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。
蓋
の
裏
側
も
、
薄
や
菊
、
蝶
が
木
象
嵌
で

表
現
さ
れ
、
高
い
技
術
が
感
じ
ら
れ
る
。

２－44

２
―
42
　
木
象
嵌
富
士
図
箱
　		



木
、
木
象
嵌

２
―
43
　
木
象
嵌
富
士
図
ひ
み
つ
箱
　	

木
、
木
象
嵌

２
―
44
　
木
象
嵌
水
車
小
屋
図
箱
　	

木
、
木
象
嵌
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第
三
章　

漆
の
に
ぎ
わ
い　

―
輸
出
漆
器

　

本
章
で
は
、
各
地
で
作
ら
れ
た
様
々
な
輸
出
漆
器
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
日
本

各
地
の
漆
器
の
産
地
で
は
、明
治
維
新
を
機
に
輸
出
漆
器
の
生
産
が
盛
ん
に
な
る
。

制
作
さ
れ
た
漆
器
は
横
浜
な
ど
の
開
港
場
に
運
ば
れ
、
世
界
へ
輸
出
さ
れ
て
い
っ

た
。
近
代
は
、
人
、
モ
ノ
、
技
術
が
活
発
に
移
動
し
た
時
代
で
あ
る
。
よ
り
よ
い

漆
器
の
制
作
の
た
め
、
各
地
で
培
わ
れ
て
き
た
技
術
が
、
ひ
と
つ
の
工
芸
品
の
中

に
混
ざ
り
合
い
、
競
い
合
い
、
併
存
、
融
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
紹
介

す
る
漆
器
は
正
確
な
産
地
を
特
定
で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
混
合
こ
そ
近
代
の
輸
出
漆
器
の
面
白
さ
で
あ
る
と
い
え
る
。
外
国
人
か
ら
の

需
要
が
漆
器
に
も
た
ら
し
た
新
し
い
造
形
表
現
と
、
多
種
多
様
な
技
術
が
集
結
し

て
制
作
さ
れ
た
漆
器
の
世
界
の
広
が
り
を
紹
介
す
る
。
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20

３
―
３

蒔
絵
獅
子
牡
丹
図
箪
笥

	

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

　

高
さ
45
㎝
の
箪
笥
。
側
面
に
は
把
手
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
透
漆
を
塗
っ
た
上
に
、
牡
丹
に
獅
子
と
蝶

が
高
浮
彫
で
薄
く
盛
り
上
げ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

前
面
に
は
、
八
杯
の
抽ひ

き
だ
し斗

と
観
音
開
き
戸
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
図
柄
は
抽
斗
の
前
板
と
仕
切
り
を
横
断

し
て
前
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
お
り
、
観
音
開
き

の
扉
に
は
、
市
松
文
の
寄
木
の
上
に
蒔
絵
で
菱
繋
文

を
描
い
た
枠
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
鏡
板
に
は
蝶
が

描
か
れ
、
扉
の
掛
金
具
は
三
匹
の
蝶
が
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。
開
く
と
あ
ら
わ
れ
る
抽
斗
の
撮つ

ま

み
も
蝶
が

モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
細
い
足
や
触
覚
ま
で
精
巧
に
作

ら
れ
、
羽
の
模
様
ま
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
扉
裏
に
は

富
士
と
龍
が
蒔
絵
で
描
か
れ
る
。
天
面
、
側
面
、
背

面
に
も
、
意
匠
が
充
填
さ
れ
、
市
松
文
の
寄
木
に
蒔

絵
で
菱
繋
文
を
描
い
た
枠
の
な
か
に
牡
丹
獅
子
図
が

高
蒔
絵
で
描
か
れ
て
い
る
。
蝶
の
金
具
を
始
め
、
隅

金
具
や
蛭
手
の
引
手
金
具
も
手
が
込
ん
で
い
る
、
見

ど
こ
ろ
の
多
い
作
品
。
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21

３
―
37

青
貝
細
工
蘭
亭
曲
水
図
手
元
箪
笥

	

木
、
漆
、
青
貝
細
工

 　

前
面
、
両
側
面
、
天
面
、
背
面
の
隅
々
ま
で
、
鮑

貝
を
用
い
た
青
貝
細
工
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
手
元
簞

笥
。
側
面
に
把
手
が
つ
く
。

　

意
匠
は
中
国
東
晋
代
の
書
家
・
王
羲
之
が
、
蘭
亭

と
い
う
別
荘
に
文
士
を
招
い
て
行
な
っ
た
曲
水
の
宴

を
あ
ら
わ
す
、「
蘭
亭
曲
水
図
」
で
あ
る
。
曲
が
り

く
ね
る
流
水
に
盃
を
流
し
、
自
ら
の
前
を
通
り
過
ぎ

る
前
に
詩
を
作
り
、
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
盃
を
飲
み

干
す
と
い
う
風
雅
な
遊
び
に
興
じ
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
天
板
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
堂
宇
に
座
す
王
羲

之
の
も
と
か
ら
、
水
が
簞
笥
の
全
面
に
広
が
っ
て
流

れ
て
い
く
よ
う
に
、
絵
柄
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
水

の
流
れ
や
木
々
は
細
く
切
っ
た
貝
片
や
三
角
形
に

切
っ
た
も
の
を
並
べ
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
人
物
な
ど
に

は
各
部
分
に
象
り
伏
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
貝
片
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
宴
に
参
加
す
る
人
々
は
80
人
以

上
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
体
勢

で
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
み
せ
る
。
前
面
に
は
引

違
い
戸
、
抽
斗
、
片
開
き
戸
が
つ
い
て
い
る
。
片
開

き
戸
を
開
く
と
、
扉
の
裏
側
に
は
、
貝
片
の
裏
を
赤

く
塗
る
伏
彩
色
の
技
法
に
よ
っ
て
、
鮮
や
か
な
桃
色

の
桜
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
三
杯
の
抽
斗
の
前
板
も

含
め
、
扉
を
開
い
て
も
途
切
れ
な
く
意
匠
が
続
い
て

い
る
。
輸
出
漆
器
に
は
日
本
の
風
俗
だ
け
で
な
く
、

中
国
の
故
事
な
ど
も
題
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
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22

３
―
46

鼈
甲
細
工
蒔
絵
花
鳥
図
小
箪
笥

	

木
、
漆
、
鼈
甲
細
工
、
蒔
絵

　

３
―
45
と
同
じ
く
、
鼈
甲
が
大
き
く
用
い
ら
れ
た

小
箪
笥
。
正
面
に
は
三
杯
の
抽
斗
と
観
音
開
き
戸
が

設
け
ら
れ
、
前
板
と
鏡
板
に
鼈
甲
を
貼
っ
て
蒔
絵
で

花
鳥
図
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
天
面
と
側
面
に
は
黒
漆

塗
に
扇
面
や
団
扇
形
の
鼈
甲
が
貼
ら
れ
、
花
鳥
図
が

蒔
絵
で
描
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
鼈
甲
を
透
か
し
て
、

木
地
の
平
行
に
整
っ
た
柾
目
が
見
え
る
。
観
音
開
き

戸
を
開
け
る
と
小
さ
な
抽
斗
と
棚
が
設
け
ら
れ
、
梨

地
に
蝶
の
蒔
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
簞
笥
の
縁
に
は

金
具
が
全
面
的
に
用
い
ら
れ
、
背
面
に
は
金
蒔
絵
で

蝶
が
描
か
れ
る
。
正
面
上
部
の
抽
斗
や
、
観
音
開
き

戸
奥
の
抽
斗
の
つ
ま
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
松
か
さ
と
梅

に
竹
を
象
っ
た
飾
り
金
具
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
各

部
の
完
成
度
が
高
い
優
品
で
あ
る
。
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